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第１章 一般仕様書 

 

 第１節 総  則 

 

  １ 目的 

    塩谷広域行政組合（以下「組合」という。）が保有するしおやクリーンセン

ターについて、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第５条」に基づ

く精密機能検査を実施する。 

本業務では、施設の概要、運転管理実績、設備・装置等の状況検査、設置状

況及び処理機能状況を調査・把握し、維持管理基準等と比較した上で処理負荷

並びに処理機能を検討し、今後の施設運営及び維持補修に必要な改善点を指摘

し、改善案を提案することを目的とする。 

 

  ２ 業務概要 

 委託業務名：しおやクリーンセンター精密機能検査業務委託 

 委託業務場所：栃木県矢板市安沢３６２２番地１ しおやクリーンセンター 

 委託業務期間：契約日から令和５年２月２８日 

 委託業務内容：特記仕様書のとおり 

 

   

  ３ 施設の概要 

   ⑴ 処 理 能 力 １１０㎘／日 

   ⑵ 処 理 方 式 高負荷脱窒素処理方式（サンドラシステム）＋高度処理 

   ⑶ 稼 働 開 始 平成１０年１２月 

   ⑷ 基幹的改良工事 平成３０年７月～令和２年３月 
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 第２節 一般事項 

 

  １ 適用範囲 

    別紙設計書のとおり 

 

  ２ 受注者の責務 

    受注者は、本組合と十分な協議を行い、委託業務の意図及び目的を十分に理

解し、本委託業務を遂行しなければならない。 

 

  ３ 関係法令等の遵守 

    本委託業務の実施に当たり、廃棄物の処理及び清掃に関する法律をはじめ、

関連する法令、規則、通知等を遵守すること。 

 

  ４ 秘密の保持等 

⑴ 受注者は、この契約の履行に関して知り得た秘密又は個人情報を漏らして

はならない。 

⑵ 受注者は、発注者の承諾なく、この契約の履行を行う上で得られた設計図

書等（委託業務を行う上で得られた記録等を含む。）を第三者に閲覧させ、

複写させ又は譲渡してはならない。 

 

  ５ 提出書類 

    受注者は、委託業務の着手及び完了に当たって、下記の書類を提出しなけれ

ばならない。 

 ⑴ 着手時 

① 着手届 

  ② 業務工程表 

  ③ 管理技術者届 

  ③ 管理技術者の経歴書 

 ⑵ 完了時 

① 業務完了届 

② 成果品納品書 

③ 成果品 

・精密機能検査報告書 Ａ４版 ５部 

・上記電子データ ＣＤ－Ｒ（ＰＤＦ及びＷｏｒｄファイル）１部 

・打合せ議事録 Ａ４版 １部 

  ④ その他必要な書類 
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  ６ 配置技術者等 

   ⑴ 受注者は、管理技術者及び照査技術者をもって秩序正しい業務を行わせる

と共に、高度の技術を要する業務については相当の経歴を有する技術者を配

置しなければならない。また、配置技術者は、自社の社員（契約締結時点で

６ヶ月以上の雇用関係にあるもの）を配置すること。 

   ⑵ 管理技術者は、し尿処理施設の処理技術と運営管理に十分な知識及び経験

を有する技術士（衛生工学部門：廃棄物・資源循環、廃棄物管理、廃棄物管

理計画、廃棄物処理のいずれか）とする。 

   ⑶ 担当技術者は、過去１０年以内にし尿処理施設における精密機能検査の完

了実績を２件以上有する者とする。 

   ⑷ ⑵及び⑶の各事項を証明する書類として、各技術者の資格証明書の写し、

業務経歴書（テクリス登録又は業務契約書の写し等）及び契約者と直接的か

つ恒常的な雇用関係が確認できる書類（健康保険被保険者証等）の写しを提

出すること。 

 

  ７ 工程 

    受注者は、本委託業務の遂行上、工程に変更が生ずると予測される場合、直

ちに工程表の変更届を提出し、組合と協議を行い、承認を受けなければならな

い。 

 

 ８ 資料の収集及び貸与 

    本業務の遂行上、必要な資料は原則として受注者が収集することとするが、

組合が保有しているもので業務の遂行に必要な資料は、所定の手続きの上、受

注者に貸与することができる。 

貸与を受けた資料については、受注者がリストを作成し、組合に提出し、業

務完了後すみやかに組合に返却すること。 

 

  ９ 議事録 

    受注者は、打合せ及び協議の都度、議事録を作成し組合に提出すること。 

 

  10 検査 

    受注者は、本委託業務の完了後１０日以内に成果品の検査を受けなければな

らない。検査時点で受注者の帰すべき理由により訂正が必要な箇所が指摘され

た場合は、受注者は速やかに訂正の措置を行うものとし、これに要した費用は

受注者の負担とする。 

    なお、委託業務期間内の検査とし、訂正も委託業務期間内に行うものとする。 
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11 疑義の解釈 

    本委託業務の遂行にあたり、本仕様書に定める事項について疑義が生じた場

合、又は本仕様書に定めのない事項について、組合と協議の上、本委託業務の

遂行に支障のないように努めなければならない。 

 

  12 その他 

    本委託業務に必要な資機材等はすべて受注者の負担とする。 
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第２章 特記仕様書 

 

 本検査の実施は、「一般廃棄物処理施設精密機能検査実施要領（昭和５２年１１日

４日付け環整第９５号厚生省環境衛生局水道環境部環境整備課長通知）による他、以

下に示す事項を遵守して行うこと。 

 

１ 施設の概要 

  処理方式、処理能力、その他施設の概要、処理工程、補修工事及び改良工事等の

内容についてまとめる。 

 

２ 運転管理実績 

 ⑴ 運転管理実績 

下記の項目について、過去３年間の実績について調査する。 

  ① 搬入実績 

    搬入量（月別各市町別受入量）、浄化槽汚泥混入率、月変動係数等 

  ② 運転実績 

    投入量、一次処理水、二次処理水、放流水量、希釈水量、返送汚泥量、汚泥

引抜量、脱水汚泥量、使用電力量、薬剤使用量等 

  ③ 維持管理費 

    電力費、薬品費、燃料費、委託費、補修費 

 

⑵ 受入・貯留・一次処理・二次処理・高度処理・汚泥処理・臭気処理等の工程ご

とに日常の運転方法について調査また沈砂槽及び各貯留槽清掃等定期作業状況

の調査を行う。 

 

⑶ 水質検査 

処理工程毎の処理状況を把握するため、サンプリング及び分析を行う。脱臭装

置については、装置の入口、出口の悪臭測定（硫化水素・アンモニア等）を行う。 

なお、サンプリング及び分析項目は別表「水質等分析項目表」を基本とし、検

査時の運転状況から処理機能の検討、評価に必要と判断されるものがあれば、検

査担当者の判断で追加できるものとする。 

 

 ⑷ 処理条件と処理効果 

   水質検査のデータと設計基準の比較から処理状況について検討する。 

 

⑸ 設備等の状況 

  ① 書類調査 

    基本図書及び運転記録の点検並びに過去の補修歴、事故等の状況について調

査する。 

  ② 設備装置等の検査 

    資料及び目視等により、各設備、装置、機器類について検査し、良・要補修・
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要交換・改造の４ランクに分けて判定し、その箇所を示す。検査の状況につい

ては写真簿等を整理し、補修を要する箇所の状況を明確にすること。 

   ア）土木、建築設備 

  各設備について亀裂、破損箇所の有無、不等沈下、漏水、浸水の有無等を

検査する。 

   イ）機械設備 

各設備について、腐食、損傷箇所の有無、装置の振動、異常音、温度上昇、

その他軸受等のオイル・グリスの補給状況及び摩耗等の検査をする。 

   ウ）電気設備 

各設備について、腐食、損傷箇所の有無、絶縁の良否、装置の振動、異常

音、温度上昇、その他配線・安全器の状況等の検査をする。 

   エ）配管・弁類設備 

各設備について、腐食、損傷箇所の有無、接続箇所の漏水の有無、その他

弁類の作動の良否等の検査をする。 

   オ）その他 

     全体的な水位高低関係、悪臭発生の検査 

 

３ 打合せ協議 

  打合せ協議は３回（着手時、中間、納品時）を基準とする。なお、業務の進捗状

況により必要に応じて適宜実施するものとする。 

 

４ 改善点の指摘 

  調査及び検討の結果に基づき、施設の構造及び維持管理上の問題点を指摘し改善

策を提示する。 

  また、特に施設の維持管理の改善、耐久性の向上等の為に、以下の点を重点的に

評価するものとする。 

 ⑴ 劣化箇所の補修、改修、修理の検討 

 ⑵ 将来３年間の機器の補修、交換のスケジュール案の提案 

 ⑶ 今後の施設整備・運営について 

 ⑷ その他 
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別表 

 

水質等分析項目表 

 

採取物 
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汚
泥
脱
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液 

凝
集
沈
殿
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抜
汚
泥 

水温 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ 

ｐＨ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ 

ＢＯＤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ＣＯＤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

ＳＳ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ 

全窒素 ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○      

全りん ○ ○ ○   ○ ○  ○      

ＮＨ4-Ｎ   ○ ○ ○   ○ ○      

ＮＯ3-Ｎ   ○ ○ ○   ○ ○      

ＮＯ2-Ｎ   ○ ○ ○   ○ ○      

ＭＬＳＳ    ○ ○          

色度      ○ ○ ○ ○      

塩素イオン ○        ○      

大腸菌群数         ○      

含水率          ○  ○   

蒸発残留物           ○   ○ 
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